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LCD パネルの実用化，そして大型化に関しては，日本企業の 1970 年
代から続く継続的な研究開発や製造努力に起因する。つまり電卓，時計，























産財の需要は急増し，日本からの輸入は，2000 年代当初の 4000 億円内
外から，中盤には 7000 億円近くまで増加した。しかし，一方で生産財の
国産化が進み，さらに従来主要な供給者であった日系関連企業の韓国内で
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たシャープは，特にテレビの LCD 化に果敢に取り組み，2000 年代中盤，
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した。投資規模 3500 億円の G8 ラインも一番乗りで建設を敢行し，G6
の第一工場の 3 倍の生産効率，また 1/2 の工場内搬送距離，1/2 のリード
タイムを実現し，さらに生産財の技術革新などにより，徹底的なコスト削









陣営は 2004 年に日立，東芝との 3 社連合が成立し，IPS アルファ・テク
ノロジーとして 1000 億円の設備投資で，テレビ用パネル生産での巻き返
しを図った。しかし，日立・東芝の撤退で，社内に有力テレビ部門をもつ
パナソニックが主力となり，姫路工場で 8G ラインを構築 ･ 稼動させる状
況にある。
韓国では，三星電子と LGD（LG ディスプレイ）が大型パネル投資を継






















した第 10 世代（G10=Generation 10）である。ガラス基板
サイズに明確な規格はないが，おおむね下記サイズ前後となっ
ている。
第 1 世代　(300mm×350mm － 320mm×400mm) 
第 2 世代　(360mm×465mm － 410mm×520mm) 
第 3 世代　(550mm×650mm － 550mm×670mm) 
第 4 世代　(680mm×880mm － 880mm×1000mm) 
第 5 世代　(1000mm×1200mm － 1100mm×1300mm) 
第5.5世代　(1300mm×1500mm) 
第 6 世代　(1500mm×1800mm － 1500mm×1850mm) 
第 7 世代　(1870mm×2200mm － 1950mm×2250mm) 
第 8 世代　(2160mm×2460mm) 
第 9 世代　(2400mm×2800mm) 
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ネルに必要な生産財の需要規模は，2008 年 5 兆 4000 億円と推測され，
各国の需要規模は，図 6 のようにパネル生産規模に準じている。一方，
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高精細， 省電力， 大型化， コストダウンをはじめとしてさまざまな要請があるなか
で， LCD 材料， 周辺部品や素材， 製造装置などに関連して多くの技術革新が
生まれている。 半導体技術 (TFT） は微細化よりは， より大型化対応が要請され
る。 LCD材料のもつ特性 （反応速度遅い， 自発光でない） に起因してさまざま
な技術革新がパネル機構， 関連生産財で必要となる。 LCD パネルの製品， 生
産技術は， 製造装置を介して移転し， 多くの核心技術は， 日本から， 韓国， 台
湾に移転し， 各国で技術革新が継続。 生産財技術の革新性は日本が優位であ
るものの， 製品 ・生産技術では韓国， 台湾が先行している。
パネル用途の多
様化
LCD パネルの用途は， 小型 （携帯など）， 中型 （ゲーム機など）， 大型 （PC
モニター， テレビなど） それぞれの領域で拡大。 要求スペックは異なるが， 中
小型では， 高精細 ・ 省電力， 大型では， 高精細 ・ より大型化を追求。 なお，
大型領域で，PC関連は，デファクトスタンダードに拘束されるため，パネルスペッ
クは成熟化， 一方テレビはまだまだ技術開発の余地が大きい。 日本企業は， 小
型 ・ 省電力といった面で， 材料からの研究開発基盤を有しているため， 依然競
争力をもつが， PC モニターでは特色が出せないので， ほぼ撤退。 テレビ用でも
コスト優先になると， 設備投資力の問題となり， 苦しい状況となる。
B to B  マ ー ケ
ティング
LCD パネル事業での収益性を確保するためには， 可能な限り外販先を確保す
ることが不可欠で， 強力なマーケティング機能が必要。 また， 多様な顧客ニーズ
（スペック， 需要量など） に対応するには， 用途 ・ 顧客別のマーケティング機能
を充実させることが重要。 さらに， 顧客ニーズをふまえて， 価格→生産性→コス
ト情報をもとに開発（製品，工程）と工場の調整役としての役割が必要。 シャープ，





型化が実現。 シャープが先行して実用化している G10 ラインでは， 大凡 3m×





半導体技術 （TFT） の活用， マザーガラスの大型化にともなう製造設備の大型
化などで， 工場建設のための設備投資はますます増大傾向。 ラインの処理能力
にもよるが， 投資規模は， G5 ライン→ 1000 〜 1500 億円　G8 ライン→ 2000 〜




半導体では， シリコンサイクルが有名であるが， LCD の場合はクリスタルサイクル
といわれ， 数年おきの需給変動サイクル。 パネルメーカーが寡占化され， しかも
設備投資が大きいため， 需給バランス （供給能力過多， 供給能力不足） がサ
イクリックに変化する。 需給バランスが崩れ， 景気が低迷すると， 日本企業は生
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LG 電子としても，一段のシェアアップを想定している。したがって 2 兆
5000 億ウォンを投資した坡州の G8 ラインは 2009 年春から生産を開始
し，年末までに能力増強を果たしているが，さらに別の G8 ラインを 3 兆
3000 億ウォンかけて構築し，2010 年下期から稼働させている。三星電
LED テレビについて
・従来の LCD テレビは，BL（バックライト）に CCFL という














・LED を BL に応用する方式は，ソニーが 2000 年代初めに直





















（参考 ： シャープ 8％）
24％ （2009 年計画　金額ベース）
パネル工場 器興 （G1 ～ G2） →天安 （G3 ～
G6） →湯井 （G7 ～ G11 計画）





3500 億円 4000 億円
アライアンス ソニーとパネル事業で提携
（G7 と G8 で投資折半）
G5 ラインの構築で， 台湾系パネル企業
と連携











（偏光板など）， 三星 LED （LED），
STECO/STEMCO （TAB/COF）
LG 化学 （偏光板など， 将来マザー
ガラス）， LG マイクロン （フォトマスク，
TAB/COF）
中国展開 江蘇省にG7.5 の工場建設計画 広州で 2012 年前半に G8 ライン稼働開
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世界不況の影響で，韓国の LCD パネル輸出は 2008 年後半急減したが，
その後，中国市場の拡大，ウォン安，パネル単価の上昇で急速に回復し，
2009 年は前年比 20％成長を確保し，三星電子，LGD ともに LCD パネル






































昇している。また 2011 年までに LG 化学が，マザーガラス事業を立ち上
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する。BL の主要な生産財である CCFL，拡散フィルムの国産化率も 70 〜
90％と高い。プリズムシートはかつて 3M が独占したが，特許切れで韓国
メーカーも参入し，国産化率は 40％に上がっている。導光板材料は，LG
化学グループの LGMMA の国産化で 30％を超えているが，反射型偏光フィ
ルム，反射フィルム，拡散板素材に関しては，国産はほとんどなく，日本
からの輸入に依存している。CCFL に替わって BL に使うことが増えてき
た LED は 2007 年時点では，30％の国産化に留まっているが，三星電機
の新規事業が順調に育ち（現在では，三星電子の支配下になる合弁会社「三









し一般には 1/10 程度で，結論的には LCD パネルに使われる生産財の日
本からの輸入が，対日貿易バランスの重要要因であるという状況は徐々に
解消されつつあると判断される。
LCD パネル生産に必要な生産財の対日依存について KDIA 以外に公開さ
れている定量的な統計資料は見あたらない。このため，KDIA などの断片
的な情報や関係者へのインタビュー結果を総合して，日本からの輸入状況
を推計し，その結果を図 7 に示した。韓国の LCD パネル生産が拡大するな
かで，生産財の需要が急増し（2007 年 2 兆 5000 億円近く）日本からの輸





































する。BL の主要な生産財である CCFL，拡散フィルムの国産化率も 70 〜
90％と高い。プリズムシートはかつて 3M が独占したが，特許切れで韓国
メーカーも参入し，国産化率は 40％に上がっている。導光板材料は，LG
化学グループの LGMMA の国産化で 30％を超えているが，反射型偏光フィ
ルム，反射フィルム，拡散板素材に関しては，国産はほとんどなく，日本
からの輸入に依存している。CCFL に替わって BL に使うことが増えてき
た LED は 2007 年時点では，30％の国産化に留まっているが，三星電機
の新規事業が順調に育ち（現在では，三星電子の支配下になる合弁会社「三









し一般には 1/10 程度で，結論的には LCD パネルに使われる生産財の日
本からの輸入が，対日貿易バランスの重要要因であるという状況は徐々に
解消されつつあると判断される。
LCD パネル生産に必要な生産財の対日依存について KDIA 以外に公開さ
れている定量的な統計資料は見あたらない。このため，KDIA などの断片
的な情報や関係者へのインタビュー結果を総合して，日本からの輸入状況
を推計し，その結果を図 7 に示した。韓国の LCD パネル生産が拡大するな
かで，生産財の需要が急増し（2007 年 2 兆 5000 億円近く）日本からの輸





































































































































































門マネジメントレビュー 7 巻 1 号 2008 年 1 月）によると，韓国の亀尾
にある LGP（現 LGD）の G6 パネル生産工場では，製造装置の約 40％を






















































図 8　韓国の LCD パネル製造装置における国産化・現地組立のフレームワーク
2000年代








































門マネジメントレビュー 7 巻 1 号 2008 年 1 月）によると，韓国の亀尾
にある LGP（現 LGD）の G6 パネル生産工場では，製造装置の約 40％を






















































図 8　韓国の LCD パネル製造装置における国産化・現地組立のフレームワーク
2000年代

































図 10　日本企業の LCD パネル製造装置の輸出推移
172 173
第４章　LCDパネル産業
2006 年にかけて，韓国，台湾の同市場は急増加したが，2007 年と 2008
年は落ち込み，また図にはないが 2009 年は投資抑制で一段と縮小したも
のと考えられる。
図 10 は，（社）日本半導体製造装置協会公表の LCD を含むフラットパ
ネル製造装置の販売情報や財務省の貿易月表での同輸出データをもとに，
韓国の日本からの製造装置の輸入状況を推計した結果である。全般に日
本からの同輸出は 2004 年から下降気味で 2007 年は相当落ち込んだが，
2008 年は韓国や台湾でのパネル生産投資が活発であったことを反映し，






































には，LCD は OLED（有機 EL) への代替の可能性があること，また政府
（出所）筆者作成。











2006 年にかけて，韓国，台湾の同市場は急増加したが，2007 年と 2008
年は落ち込み，また図にはないが 2009 年は投資抑制で一段と縮小したも
のと考えられる。
図 10 は，（社）日本半導体製造装置協会公表の LCD を含むフラットパ
ネル製造装置の販売情報や財務省の貿易月表での同輸出データをもとに，
韓国の日本からの製造装置の輸入状況を推計した結果である。全般に日
本からの同輸出は 2004 年から下降気味で 2007 年は相当落ち込んだが，
2008 年は韓国や台湾でのパネル生産投資が活発であったことを反映し，
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第 4 節　LCD パネル産業における韓国企業の競争力の
　　　　　  源泉
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定　（トップダウン / スピード / タイミング）














G5 ラ イン→ 1000 〜 1500 億円　G8 ラ イン→ 2000 〜































力短い工程 フ ロ ー を目指 し， 極力各工程 を シ
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力短い工程 フ ロ ー を目指 し， 極力各工程 を シ















































































２．B to B マーケティングの効果的な実践
三星電子や LGD の場合，マーケティングの戦略的重要性を熟知し，
LCD パネル事業で 100 〜 200 人レベルで専任マーケティング要員（MBA
取得者も多い）を組織している。韓国企業がマーケティング機能を重視し
ている状況は，三星電子の重要な収益源の DRAM 事業で 250 人を超える
専任マーケティング要員が組織化されていることからも理解できる。つま
（出所）筆者作成。
































































































三星電子は江蘇省に G7.5 ラインを，一方 LGD は広州に G8 ラインを
それぞれ構築し，2012 年頃から本格的に中国市場向けのパネル生産に入
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の IVO（昆山龍騰光電）は従来の G5 ラインでのモニター用パネル生産に
加えて，2012 年までに 3500 億円を投資し G8.5 ラインを構築する予定
である。同計画の上海近郊の昆山には，セットや生産財メーカーが集約す
る生産クラスターが築かれようとしている。また有力なテレビメーカーの
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